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 要  旨 
・研究背景 
 文部科学省は、平成 23 年度の学習指導要領の改訂に伴い、「生きる力」を育む手立ての見直しを図っている。




















なお、本研究ではマンガ教材導入を、小学校高学年での理科教育に照準し考察する。理由は、次の 2 点である。 
・言語教育においては文章読解能力を育成する必要があるため、マンガ教材の扱いが難しい 
・学習指導要領の改訂に伴い、理科における「問題解決能力」を重視する姿勢が強まったため 
なお、特殊な内容を啓蒙的に理解させる場合に有効であるという見解から、小学校第 5 学年を対象とした。 
・結論 
教育におけるマンガ教材の位置づけに変化が見られない理由として、次の点が見られた。 
・学習効果の認識不足・必要性がない・教科書として使えない・使い方が分からない 
 先行研究で多く行われている比較検証では、マンガ教材は教科書の代替物としてしか捉えられず、必要性に欠
く。そのため、マンガ独自の有用性を示す必要がある。 
 まず、結論の一つとして、マンガの持つアイ・キャッチャーとしての性格や、言語と映像を含んだ表現形式が、
記憶保持や内容理解に有効であることを示すことができた。つまり、マンガは教育効果を見込める表示形式であ
るという結論である。 
次に、ナラティブ・アプローチを用いた問題解決学習として、マンガ独自の教育手法が得られた。マンガを使
用することにより、興味・関心の喚起、学習内容と生活概念とを結びつけるという効果が期待できる。 
また、ピアジェの唱えた、「科学的概念は、生活的概念の自然的発達のなかでこそ形成される」という見解を考
慮すると、教授内容や概念を押しつける教育に比べ、科学的な思考の育成に適したものであるということになる。
つまり、「科学的な思考」を育むことに重点を置く今後の小学校理科教育において、適した指導法であると言える。
また、具体的操作期として自然法則を学ぶ単元が現れる時期における実践例を示すことができたのは、本研究の
成果の一つと言えるだろう。 
 
